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2025 年度 学校法人辻󠄀料理学館 

辻󠄀調理師専門学校  第１回学校関係者評価委員会 

議事録 

日  時 2025 年 10 月 11 日（土） 14 時 00 分 ～ 16 時 00 分  

場  所 辻󠄀調理師専門学校 本館 2 階 教室  

出 席 者 【学校関係者評価委員】  

第 1 号委員（業界関係者）  

中村 佳津江 HOTEL THE MITSUI KYOTO 人材開発副部長  

上野  法男 一汁二菜うえの ご主人 

村山 茂  ジャパン・ホテル・マネジメント株式会社 Ｗ大阪 総料理長  

第 2 号委員（卒業生）  

仲西 淳裕 Patisserie N.atsuhiro オーナーシェフ  

第 3 号委員（在校生保護者）  

山内 和津子 辻󠄀調理師専門学校 調理技術マネジメント学科 在校生 保護者  

堂元 直子 辻󠄀調理師専門学校 製菓技術マネジメント学科 在校生 保護者  

宮田 教道 辻󠄀調理師専門学校 日本料理クリエイティブ経営学科 在校生 保護者  

第 4 号委員（高等学校等の進路担当者等）  

小川 敏和 大阪府立 東住吉総合高等学校  教諭  

山本 弘子  カイ日本語スクール 代表  

第 5 号委員（学校運営専門家、地域の地方公共団体等関係者または第三者評価機関の評価者等）  

藤原 正則  学校法人文際学園 大阪外語専門学校 本部部長  

  

【学校側出席者】  

辻󠄀 芳樹  辻󠄀調理師専門学校 校長  

尾崎 一正  辻󠄀調理師専門学校 副校長  

立嶋 穣  辻󠄀調理師専門学校 副校長  

棟方 浩一  学校法人辻󠄀料理学館 法人本部 本部長  

 

  

配布資料 ・議事次第  

・学校関係者評価委員会 委員名簿  

・令和 6（2024）年度 自己点検・評価報告書（事前送付）  

議  題 自己点検・評価結果の概要説明  

質疑応答・意見交換  

議事経過 １．開会  

定刻となり、事務局は開会を宣した。  

  

２．委員紹介  

事務局より、委員の紹介がなされた。  
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３．校長挨拶  

辻󠄀校長より、開会の挨拶と本会議の目的について説明があった。  

  

４．配布資料の確認  

事務局より、配布資料の確認がなされた。  

  

５．委員長などの選出  

委員会規程に基づき、委員の互選により、委員長に藤原氏、副委員長に上野氏が選出された。  

  

６．議事  

・自己点検・評価結果についての説明の後、質疑応答および意見交換した。  

・資料「自己点検・評価報告書」をもとに、尾崎副校長、立嶋副校長より辻󠄀調理師専門学校の自己点

検評価結果について、また、一部の項目について棟方法人本部長より、それぞれ説明がなされた。項

目ごとに説明の後、都度質疑応答、意見交換が行われた。  

  

７．その他  

事務局より、次回の会議については 2026 年 1 月 31 日（土曜日） 14 時 00 分より行う旨、事務連絡が

行われた。  

  

８．閉会  

最後に、辻󠄀校長より、本日の委員会質疑への謝辞が述べられた後、事務局は閉会を宣し、  

散会した。 散会後は校舎・施設見学の場が設けられた。 
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2025 年度 学校法人辻󠄀料理学館 

辻󠄀調理師専門学校  第２回学校関係者評価委員会 

議事録 

日  時 2026 年 1 月 31 日（土） 14 時 00 分 ～ 16 時 00 分  

場  所 辻󠄀調理師専門学校 本館 2 階 教室  

出 席 者 【学校関係者評価委員】  

第 1 号委員（業界関係者）  

中村 佳津江 HOTEL THE MITSUI KYOTO 人材開発副部長 

上野  法男 一汁二菜うえの ご主人  

村山 茂  ジャパン・ホテル・マネジメント株式会社 Ｗ大阪 総料理長 

第 2 号委員（卒業生）  

仲西 淳裕 Patisserie N.atsuhiro オーナーシェフ  

第 3 号委員（在校生保護者）  

山内 和津子 辻󠄀調理師専門学校 調理技術マネジメント学科 在校生 保護者  

堂元 直子 辻󠄀調理師専門学校 製菓技術マネジメント学科 在校生 保護者 

宮田 教道 辻󠄀調理師専門学校 日本料理クリエイティブ経営学科 在校生 保護者  

第 4 号委員（高等学校等の進路担当者等）  

小川 敏和 大阪府立 東住吉総合高等学校  教諭  

山本 弘子  カイ日本語スクール 代表  

第 5 号委員（学校運営専門家、地域の地方公共団体等関係者または第三者評価機関の評価者等）  

藤原 正則  学校法人文際学園 大阪外語専門学校 本部部長  

  

【学校側出席者】  

尾崎 一正  辻󠄀調理師専門学校 副校長  

立嶋 穣  辻󠄀調理師専門学校 副校長  

棟方 浩一  学校法人辻󠄀料理学館 法人本部 本部長  

 

  

配布資料 ・議事次第  

・学校関係者評価委員会 委員名簿  

・学校側発表用参考資料 

・評価シート 

議  題 ・第 1 回学校関係者評価委員会における意見、要望について 

・評価結果について  

議事経過 １．開会  

定刻となり、事務局は開会を宣した。  

  

２．委員紹介  

事務局より、委員の紹介がなされた。  
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３．挨拶  

尾崎副校長より、開会の挨拶と本会議の目的について説明があった。   

  

４．委員長などの選出  

委員会規程に基づき、委員の互選により、委員長に藤原氏、副委員長に上野氏が選出された。  

  

５．議事  

第 1 回学校関係者評価委員会における意見や要望について、学校側出席者から学校の現状・取り組み

内容の説明がなされた。 

学校側からの説明後、学校関係者評価委員のみで議論がなされ、評価結果が決定された。 

その後、決定した評価結果について、藤原委員長から学校側出席者に説明がなされ、 

2025 年度（令和 7 年度）学校関係者評価委員会の総括が述べられた。 

  

６．閉会  

最後に、尾崎副校長より、本日の委員会質疑への謝辞が述べられた後、事務局は閉会を宣し、  

散会した。 
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＜特別な取り組みがある:4、適切:３、おおむね適切:２、不適切:１＞

評価 意見・要望

・長い歴史の中でその時代にあわせた教育が実施され、現在も新しい教育を実展開しようとしている。

・学生が主体的に取り組む活動が組織的に組まれている。後はそれをどこまで継続、刷新していけるか。

・常に新しい教育・教員育成などをされている。在籍教職員は若手・年長者が突出しており、

　中間層が少ないことに対してどんなアクションを学校がしていくのか。店舗・企業と学校現場では

　採用や育成に関して違いがあると思われるが、中間層への施策に対する説明がなかったため気になる。

・教育機関の現場では40代後半がほとんどおらず、学年主任を20代後半で任されることもある。

　中間層は年長者から教えを請いたいが、教えを請えないような状況もあり、専門学校でも同様の

　ケースがあるのか気になる。

・全体から俯瞰した際に、インターンシップの効果測定がまだ見えづらい部分があるように思われた。

・学校から紹介された企業で研修を受けたことで、責任感が生まれると思われる。学生がインターンシップ先で、

　自分の希望通りのところに行けたのか否か気になる。

・製菓学科ではインターンシップが行われていない。内定先でアルバイトとして就業している学生を見ると、

　単純なアルバイトの方と違い、心構えが違うように見える。シェフや現場責任者等、現役の方が授業を

　実施されていることは、より実務に近いことが分かるため、今後も引き続き継続して欲しい。

・製菓業界における就職活動では、第一回の企業訪問の後、インターンを企業側からも促すこともある。

　ただ、それはどうしても夏休み以降になりがちである。製菓の場合は、一年でお店の状況が大きく違うため、

　インターンに入る期間も前倒して入ってもらうと、より理解が高まるのではないか。

・留学生に関して、とてもよくサポートされていると思う。

・留学生が就職した際に、実際の現場で求められる日本語は、誤解が許されない工程もあると思われる。

　その「現場で求められる日本語力」がどのように指導され、育てられているのかが具体的に伝わるとより安心できる。

・将来の自分の姿を見据えた指導が行われていると思われる。一社専願制については、高校の就職指導と

　同じ形態(大学とは違う)を取っているが、それだけ丁寧に指導していると思うため、継続していってほしい。

・いかに学生がインターンシップ以外でも企業理解をしてくれるか。

・卒業生が学校に来て現場でこのようなことをしている、と学生に伝えるような機会があっても良い。

　卒業生との関わりをもっと増やすことは、学生の支援にも繋がる。

・防災訓練に関してはしっかり実施されているのは理解できた。

・避難訓練時に、火を使用する実習などの場面で学生に「どこまでを対応して、どう避難するか」を指示しているのか、

　その取り組みに関して興味がある。

・専門学校は入試時期が早いため、高校生からの視点から見れば、青田買いにならないようには配慮して欲しい。

・高校生がしっかり学校を比較・理解して、進路選択ができるようにして欲しい。

特記事項なし

・財務に関しては、現在のところ、心配がないように見受けられた。

・学生のボランティアについては、継続して実施することを望む。

・学生がより主体的に行うものがあればより良いと思う。

・欧州(ヨーロッパ)で学生募集に力を入れたら良いのではないか。

・国の方向性で、外国人受け入れに対して「秩序を重んじる」ということで、留学生に対して

　受け入れが厳しくみられるようになっていくため、今後は対策も必要である。

・単位制への移行で、どうやって学習成果を上げていくかが課題である。

学生支援

6 教育環境 3

5 3

2 3

教育理念・目標

学校運営

令和7年度　辻󠄀調理師専門学校　学校関係者評価委員会

委員からの評価

大項目

1 3

3 3

4 学修成果・教育成果 3

教育活動

7 学生の受入れ募集 3

8
教育の内部質保証

システム
3

11 3

9 財務 3

10 社会貢献・地域貢献 3

国際交流


